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一 

 



 

昨
年
十
一
月
に
総
理
府
が
行
つ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果
が
、
本
年
一
月
三
十
日
に
総
理 

 

府
広
報
室
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
二
月
一
日
付
各
新
聞
紙
上
に
そ
の
内
容
が
報
道
さ
れ
た
。
総 

 
 

理
府
広
報
室
は
、
調
査
結
果
の
公
表
に
際
し
て
、
調
査
結
果
を
示
す
各
項
目
ご
と
に
「
解
説
」
を
添
え
、
更
に
別
刷 

 
 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
世
論
調
査
の
「
要
旨
」
を
準
備
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
聞
記
者
等
に
説
明
を
行
つ
た
も 

 

の
で
あ
る
。
総
理
府
広
報
室
の
作
成
し
た
こ
れ
ら
「
解
説
」
及
び
「
要
旨
」
並
び
に
そ
れ
に
基
づ
く
説
明
は
、
世
論
調

査
結
果
の
説
明
と
し
て
は
余
り
に
も
意
図
的
で
あ
り
、
世
論
操
作
の
疑
い
が
あ
る
。
調
査
結
果
が
国
民
世
論
に
及 

 
 

ぼ
す
影
響
を
考
え
る
と
き
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

今
回
の
世
論
調
査
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
一
般
に
関
し
て
行
わ
れ
た
が
、
中
で
も
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策 

 
 

と
の
関
連
上
、
そ
の
主
力
と
し
て
推
進
し
つ
つ
あ
る
原
子
力
発
電
に
関
す
る
調
査
結
果
は
極
め
て
重
大
で
あ 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

二 

ま
た
第
九
表
に
は
、
「
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
発
電
が
電
力
の
主
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
予
想

○

○

を
聞 

る
。
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、
第
九
表
、
第
十
表
、
第
十
一
表
、
第
十
二
表
、
第
十
三
表
、
第 

 
 

 
 

 

十
四
表
、
第
十
五
表
、
第
十
六
表
、
第
十
七
表
、
第
十
八
表
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
解 

 
 

 
 

説
」
及
び
「
要
旨
」
で
は
、
第
十
八
表
の
「
原
子
力
発
電
の
推
進
」
の
問
に
つ
い
て
の
説
明
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
第
十
八
表
は
政
府
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
国
民
に
問
う
も
の 

 
 

で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
発
電
推
進
を
挙
げ
た
者
は
一
六
・
七
％
で
あ
る
。
こ
の
支
持
率
は
、
一
九
八
〇 

 
 

 

年
二
月
の
総
理
府
の
同
様
の
調
査
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
け
る
一
七
・
一
％
か 

 
 

ら
さ
ら
に
減
少
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
総
理
府
は
な
ぜ
、
今
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
最
重
要 

 
 

項
目
で
あ
る
原
子
力
に
関
す
る
項
目
の
説
明
を
第
十
八
表
に
関
し
て
省
略
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

く
質
問
に
対
し
て
〝
原
子
力
〟
と
答
え
た
人
が
四
六
・
六
％
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か 

 
 

 
 

し
、
「
要
旨
」
で
は
こ
の
数
字
を
、
「
今
後
の
電
力
の
主
力
」
が
原
子
力
四
六
・
六
％
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。 

四 

 



 

三 

今
回
の
「
世
論
調
査
」
項
目
の
中
に
は
、
各
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
前
回
の
統
計
結
果
と
対
策
上
対
比
さ
れ 

 
 

 

た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
総
理
府
が
行
つ
た
世
論
調
査
の
慣
例
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
結
果 

 
 

中
、
第
十
表
「
総
電
力
量
に
占
め
る
原
子
力
発
電
の
比
率
」
は
、
そ
の
点
、
前
回
の
調
査
と
対
比
さ
れ
て
い
な
い 

 
 

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
表
で
は
、
推
進
を
希
望
す
る
も
の
（
原
子
力
発
電
の
割
合
を
多
く
し
た
方
が
よ
い 

 
 

と
答
え
た
者
）
三
七
・
八
％
に
対
し
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
及
び
削
減
を
希
望
し
た
者
は
合
計
三
三
・
五
％
（
現
在
程 

 
 

度
で
よ
い
二
八
・
三
％
、
減
ら
し
た
方
が
よ
い
五
・
二
％
）
の
割
合
で
あ
る
。
他
方
、
前
回
同
じ
質
問
表
が
と 

い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
新
聞
報
道
に
お
い
て
「
「
今
後
の
主
役
は
原
発
」
が
四
七
％
」
（
サ
ン
ケ
イ
新 

 
 

聞
、
二
月
一
日
）
と
い
う
見
出
し
に
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
総
理
府
は
、
各
質
問
表
に
お
け
る
「
希
望
」
、 

 
 

「
予
想
」
あ
る
い
は
単
な
る
「
知
識
」
調
査
と
い
つ
た
区
別
を
な
ぜ
説
明
し
な
か
つ
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

つ
ま
り
、
将
来
の
予
想

○

○

で
あ
る
数
字
が
あ
た
か
も
原
子
力
発
電
を
希
望

○

○

す
る
国
民
の
割
合
と
し
て
説
明
さ
れ
て 

五 

 



 

 

六 

り
あ
げ
ら
れ
た
一
九
七
八
年
七
月
の
総
理
府
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資
源
に
つ
い
て
の
世
論
調
査
」
第
十
二
表
に 

 

よ
れ
ば
、
推
進
を
希
望
す
る
者
（
も
つ
と
開
発
し
た
方
が
よ
い
と
答
え
た
者
）
五
一
・
二
％
に
対
し
、
モ
ラ
ト
リ 

 
 

ア
ム
及
び
削
減
を
希
望
す
る
者
は
合
計
一
七
・
五
％
（
こ
れ
以
上
開
発
し
な
い
方
が
よ
い
一
二
・
〇
％
、
や
め 

 
 

 

る
方
が
よ
い
五
・
五
％
）
で
あ
る
。
こ
の
項
目
に
お
い
て
、
総
理
府
は
な
ぜ
、
前
回
調
査
と
対
比
し
な
か
つ
た 

 
 

 

の
か
。
さ
ら
に
、
原
子
力
発
電
推
進
世
論
の
五
一
・
二
％
か
ら
三
七
・
八
％
へ
の
後
退
を
、
内
閣
は
ど
の
よ
う 

 
 

 

に
考
え
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


